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一
人
ぐ
ら
し
も
一
年
半
と
な
っ
た
。

ヒ
マ
は
沢
山
あ
る
の
で
、
Ｔ
Ｖ
を
ボ
ー
っ

と
見
て
い
る
時
間
が
長
い
。

　

一
番
の
感
想
は
、
「
そ
れ
に
し
て
も

〝
食
〟
に
関
す
る
番
組
の
多
い
こ
と
！
」

　

簡
単
な
お
か
ず
、
の
よ
う
な
実
用
的

な
も
の
か
ら
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の
何
万

円
も
す
る
料
理
の
値
段
を
当
て
る
も
の

ま
で
、
ど
う
も
私
の
好
み
に
合
わ
な
い
。

　

食
に
関
し
て
は
大
い
に
関
心
が
あ
り
、

昭
和
の
中
頃
、
日
本
だ
け
に
お
よ
ば
ず
、

世
界
か
ら
も
珍
品
を
購
入
し
て
『
食
い

し
ん
坊
会
』
を
組
織
し
て
い
た
。

　

「
世
界
中
の
お
い
し
い
も
の
を
、
ご
家

族
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
」
と
い
う
お
誘
い

だ
っ
た
が
、
大
宅
壮
一
の
娘
が
そ
ん
な

ぜ
い
た
く
な
会
を
や
っ
て
い
い
の
か
、

と
い
う
声
を
い
く
つ
も
聞
い
た
。
私
が

や
り
た
か
っ
た
の
は
、
珍
品
を
家
族
で

食
べ
る
、
の
が
ね
ら
い
だ
っ
た
。

　

し
か
し
世
の
中
で
は
、
大
宅
壮
一
は

〝
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
〟
で
は
な
く
、
ぜ
い

た
く
は
『
素
』
敵
だ
、
が
似
合
っ
て
い

る
の
が
常
識
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
の

だ
。

　

父
と
食
の
こ
と
で
一
番
強
烈
に
覚
え

て
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
戦
争
中

の
こ
と
だ
。

　

戦
争
中
、
一
番
上
の
兄
は
学
童
疎
開
。

二
人
の
姉
は
知
人
の
家
に
預
け

ら
れ
、
四
歳
だ
っ
た
私
は
八
幡
山

に
残
っ
た
。

　

父
が
自
給
自
足
を
達
成
す
る
た
め
に
、

近
所
の
農
家
に
教
え
て
も
ら
っ
て
朝
早

く
か
ら
、
暗
く
な
る
ま
で
、
野
菜
、
米

か
ら
ブ
タ
ま
で
全
力
で
農
業
に
勤
し
ん

で
い
た
。

　

あ
る
日
、
ト
マ
ト
が
沢
山
出
来
た
か

ら
、
娘
た
ち
の
所
へ
も
っ
て
い
っ
て
や

ろ
う
、
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
預
か
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
山
梨
ま
で
出
か
け
た
。

　

帰
っ
て
来
た
父
に
向
っ
て
、
母
は
、「
二

人
と
も
よ
ろ
こ
ん
だ
で
し
ょ
、
特
に
ヨ
ー

子
は
ト
マ
ト
が
大
好
き
だ
か
ら
、
ガ
ブ

リ
！
と
か
ぶ
り
つ
い
た
で
し
ょ
？
」
と
、

た
た
み
か
け
る
よ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て

父
の
反
応
を
待
っ
た
。

　

「
な
ん
だ
か
サ
イ
の
目
み
た
い
に
切
っ

た
ト
マ
ト
を
三
つ
ぐ
ら
い
、
も
ら
っ
て

た
ヨ
」
と
横
を
む
い
た
。

　

父
も
母
も
半
泣
き
。
私
も
今
で
も
あ

の
光
景
を
思
い
出
だ
す
と
涙
が
出
て
し

ま
う
。

　

預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
負
い
目
、

ガ
ブ
リ
と
食
べ
さ
せ
て
や
っ
て
く
れ
と

は
と
て
も
言
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

わ
が
家
の
食
べ
も
の
に
対
す
る
考
え

は
、
こ
こ
が
原
点
。
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前
年
の
『
ａ
ｎ
ａ
ｎ
』
に
続
き
、
集
英

社
が
創
刊
し
た
『
ｎ
ｏ
ｎ
・
ｎ
ｏ
』は
ア

イ
ヌ
語
で
「
〝
花
〟と
い
う
こ
と
ば
」
か
ら

名
付
け
た
と
い
う
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
や
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
を
背
景
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
女
性
誌
が
ま
さ
し
く
花
開

い
た
。『
ｎ
ｏ
ｎ
・
ｎ
ｏ
』は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌
だ
が
、
国
鉄
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」と
連

動
し
た
旅
行
特
集
も
展
開
。
雑
誌
片
手

に
旅
す
る
若
い
女
性
た
ち
は
、
や
が
て

「
ア
ン
ノ
ン
族
」と
呼
ば
れ
る
。

　

講
談
社
の
『
ウ
ー
マ
ン
』
は
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
感
覚
の
生
活
誌
」
を
掲
げ
、
洗

練
さ
れ
た
新
し
い
主
婦
像
を
模
索
。
小

学
館
の
『
微
笑
』は
芸
能
・
事
件
報
道
に

加
え
て
「
女
性
の
性
」
に
も
踏
み
込
ん
で

話
題
を
呼
ん
だ
。

　

商
業
誌
が
消
費
と
自
由
を
う
た
う
一

方
で
、
女
性
の
労
働
条
件
を
契
機
に
生

ま
れ
た
『
お
ん
な
の
叛
逆
』は
、
ウ
ー
マ

ン
・
リ
ブ
運
動
を
代
表
す
る
ミ
ニ
コ
ミ

誌
と
し
て
女
性
の
声
と
闘
い
の
記
録
を

発
信
し
た
。

　

か
つ
て
洋
裁
の
「
型
紙
」が
付
録
だ
っ

た
時
代
も
あ
る
女
性
誌
だ
が
、
「
良
妻

賢
母
」
と
い
う
旧
来
の
価
値
観
か
ら
脱

却
。
自
ら
消
費
し
、
発
言
し
、
旅
す
る

女
性
た
ち
が
、
新
た
な
時
代
の
は
じ
ま

り
を
映
し
出
し
て
い
る
。

　

高
度
成
長
が
も
た
ら
し
た
生
活
の
ゆ

と
り
は
、
余
暇
の
過
ご
し
方
も
多
様
化

さ
せ
、
趣
味
に
特
化
し
た
専
門
誌
も

続
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
が
全
盛
期
に
向
か
い
、

『
ヤ
ン
グ
ボ
ウ
ル
』
『
ア
サ
ヒ
ボ
ウ
ル
』

の
創
刊
号
は
い
ず
れ
も
国
民
的
プ
ロ
ボ

ウ
ラ
ー
中
山
律
子
を
表
紙
に
据
え
た
。

ゴ
ル
フ
場
も
増
え
、
『
週
刊
ア

サ
ヒ
ゴ
ル
フ
』
『
週
刊
パ
ー
ゴ

ル
フ
』
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
へ

の
普
及
と
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
文

化
の
定
着
を
後
押
し
し
た
。

　

若
者
の
間
で
は
ラ
ジ
オ
放

送
を
録
音
す
る
「
エ
ア
チ
ェ
ッ

ク
」
が
流
行
。
創
刊
さ
れ
た
国

内
２
番
目
の
Ｆ
Ｍ
情
報
誌
『
週

刊
Ｆ
Ｍ
』
は
、
後
続
の
『
Ｆ
Ｍ

レ
コ
パ
ル
』
『
Ｆ
Ｍ 

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
と
と
も
に
音
楽
文

化
を
牽
引
し
て
い
く
。
タ
ウ

ン
情
報
で
は
『
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
（
通
称
プ
ガ
ジ
ャ
）
が
大
阪
発

の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
発
信
し
、
東
京

で
は
『
コ
ン
サ
ー
ト
ガ
イ
ド
』が
翌
年
の

『
ぴ
あ
』
に
先
駆
け
て
創
刊
さ
れ
た
。

　

Ｓ
Ｌ
引
退
は
、
別
れ
を
惜
し
む
人
た

ち
の
Ｓ
Ｌ
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。

「
別
冊
鉄
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」と
し
て
創
刊

さ
れ
た
『
旅
と
鉄
道
』は
「
乗
り
鉄
」
の
バ

イ
ブ
ル
だ
っ
た
。
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
を

背
景
に
生
ま
れ
た
自
動
車
雑
誌
『
ホ
リ

デ
ー
オ
ー
ト
』は
、
創
刊
号
の
ピ
ン
ナ
ッ

プ
に
「
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
２
４
０
Ｚ
」を
配

し
た
。
70
年
代
半
ば
以
降
は
ア
イ
ド
ル

が
表
紙
の
定
番
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
。

　

１
９
６
９
年
の
ア
ポ
ロ
月
面
着
陸
を

機
に
世
界
的
な
科
学
ブ
ー
ム
が
巻
き
起

こ
り
、
日
本
で
も
科
学
技
術
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
。
日
本
経
済
新
聞
社
が

創
刊
し
た
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
は
、
米
国

『SCIE
N
TIFIC

 
A
M
ERICA

N

』
の
日
本
版

  

５５
年
前
の
世
相

＊
脱
「
良
妻
賢
母
」

 

大
宅
文
庫
は
２
０
２
６
年
、
開
館
55
周
年
を
迎
え
た
。
オ
ー
プ
ン
は

１
９
７
１
年
。
前
年
の
大
阪
万
博
に
象
徴
さ
れ
る
高
度
経
済
成
長
の
熱
狂
が
頂

点
を
過
ぎ
、
戦
後
日
本
は
調
整
・
再
編
の
時
代
へ
と
向
か
う
。
そ
の
〝
分
水
嶺
〟

と
も
い
う
べ
き
年
の
創
刊
雑
誌
の
う
ち
、
大
宅
文
庫
が
所
蔵
す
る
創
刊
号
は

１
０
３
誌
。
消
費
社
会
が
成
熟
し
、
人
々
の
関
心
が
日
常
の
暮
ら
し
へ
と
向
き

は
じ
め
た
と
き
、
雑
誌
は
何
を
映
し
、
何
を
問
い
か
け
て
い
た
の
か
。
創
刊
号

を
手
が
か
り
に
、
当
時
の
世
相
を
読
み
解
い
て
み
る
。
（
下
村
芳
央　

相
原
麗
）
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大宅文庫が生まれた年
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創
刊
号
で
見
る

年

１９７１年創刊号 ジャンル別 誌数＊
余
暇
・
レ
ジ
ャ
ー

＊
科
学
と
公
害
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ジャテック通信
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微笑

6月 週刊アサヒゴルフ

★ non・no 

7月 ＊
プレイガイド
　　ジャーナル

8月 公害防止産業

ホリデーオート

ウーマン

噂

SNOOPY

9月 遊

薔薇族

BIG BIKE

歴史と人物

アサヒボウル

10月 ★ サイエンス 

週刊パーゴルフ

11月 環境

★ 創 

旅と鉄道

12月 ＊ コンサートガイド

★ 大宅文庫で継続受入中

＊ 創刊号は未所蔵

1971 主な創刊雑誌

1/1 2026/9/2



で
、
最
先
端
の
科
学
を
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
、わ
か
り
や
す
い
解
説
で
紹
介
し
た
。

『
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
』と
し
て
現
在
も
刊

行
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
公
害
が
深
刻
化
。
環
境

庁
発
足
は
、
経
済
最
優
先
か
ら
環
境
や

生
活
に
目
を
向
け
る
転
換
点
と
な
っ

た
。
公
害
裁
判
の
さ
な
か
に
創
刊
さ
れ

た
『
公
害
ト
マ
レ
』
は
「
四
日
市
公
害
と

戦
う
市
民
兵
の
会
」
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
的

な
機
関
誌
。
法
規
制
の
強
化
に
伴
い
、

公
害
防
止
機
器
を
扱
う
専
門
誌
『
公
害

防
止
産
業
』
も
生
ま
れ
た
。
『
環
境
』
は

公
害
・
環
境
破
壊
を
告
発
す
る
総
合
誌

と
し
て
水
俣
病
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
を
い
ち

早
く
深
く
取
り
上
げ
た
。

　

科
学
へ
の
期
待
と
公
害
の
告
発
。「
明

暗
」
と
も
い
う
べ
き
二
つ
の
大
き
な
潮

流
が
表
れ
て
い
る
。

　

60
年
代
後
半
に
は
テ
レ
ビ
の
世
帯
普

及
率
が
９
割
を
超
え
、
新
聞
・
雑
誌
と

あ
わ
せ
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
世
論
形
成

や
大
衆
文
化
に
決
定
的
な
影
響
力
を
持

つ
に
至
っ
た
。
「
一
億
総
白
痴
化
」と
い

う
言
葉
で
テ
レ
ビ
の
功
罪
を
鋭
く
突
い

た
大
宅
壮
一
は
、
巨
大
化
し
た
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
そ
の
も
の
を
検
証
す
る
「
マ
ス

コ
ミ
の
マ
ス
コ
ミ
」
の
必
要
性
を
早
く

か
ら
説
い
て
い
た
。

　

大
宅
の
直
弟
子
で
〝
ト
ッ
プ
屋
〟だ
っ

た
梶
山
季
之
は
『
噂
』
を
自
費
で
興
し

た
。
「
活
字
に
な
ら
な
か
っ
た
お
話
の

雑
誌
」
を
掲
げ
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
書

け
な
い
裏
話
や
マ
ス
コ
ミ
批
評
の
先
駆

者
と
な
っ
た
。
総
合
雑
誌
と
し
て
創
刊

さ
れ
た
『
創
』は
、
現
在
も
続
く
数
少
な

い
メ
デ
ィ
ア
批
評
誌
で
あ
る
。
表
現
の

自
由
や
事
件
の
真
相
を
多
角
的
に
掘
り

下
げ
る
問
題
意
識
は
『
マ
ス
コ
ミ
文
化
』

『
市
民
』
に
も
通
底
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

ち
位
置
か
ら
巨
大
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
に

視
線
を
注
い
だ
。

　

『
マ
ス
コ
ミ
文
化
』
創
刊
号
に
は
、
大

宅
壮
一
が
亡
く
な
る
１
か
月
余
り
前
の

70
年
10
月
15
日
に
行
っ
た
対
談
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

既
存
の
ジ
ャ
ン
ル
に
収
ま
ら
な
い
雑

誌
も
生
ま
れ
た
。
工
作
舎
の
『
遊
』
は
、

松
岡
正
剛
の
編
集
と
杉
浦
康
平
の
ブ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
で
科
学
・
芸
術
・
思
想

を
境
界
な
く
編
み
込
む
「
オ
ブ
ジ
ェ
マ

ガ
ジ
ン
」
を
標
榜
。
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
。
第
二
書
房
の
『
薔
薇
族
』は
、
国

内
初
の
男
性
同
性
愛
者
向
け
商
業
雑
誌

で
、
孤
立
し
が
ち
な
当
事
者
た
ち
の
出

会
い
と
表
現
の
場
に
な
っ
た
。
半
世
紀

余
を
経
た
２
０
２
６
年
、
そ
の
文
通
欄

を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
新
宿

で
上
演
さ
れ
た
。

　

詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
の
翻
訳
で
親
し

ま
れ
た
漫
画
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」を
軸
に
し

た
ス
ヌ
ー
ピ
ー
専
門
誌
『
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ
』
も
こ
の
年
の
創
刊
。
グ
ッ
ズ
情
報

と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報
を
も
た
ら
し
た
。

＊
マ
ス
コ
ミ
の
マ
ス
コ
ミ

＊
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

　

１
９
７
１
年
の
創
刊
号
を
見
渡
す

と
、
過
渡
期
を
迎
え
た
時
代
意
識
の

変
化
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
女

性
の
自
立
、
余
暇
の
充
実
、
環
境
へ

の
危
機
感
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
不
信
、

そ
し
て
新
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
の
芽
生

え
。
急
速
な
経
済
成
長
か
ら
ス
ピ
ン

オ
フ
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
「
い
ま
」

が
形
作
ら
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
年
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
の
多

く
は
す
で
に
休
廃
刊
と
な
り
、
大
宅

文
庫
で
現
在
も
受
け
入
れ
て
い
る
の

は
３
誌
の
み
だ
。
け
れ
ど
も
、
世
相

を
映
す
鏡
と
し
て
雑
誌
の
価
値
は
変

わ
ら
な
い
。
大
宅
文
庫
開
館
か
ら
55

年
の
時
を
超
え
て
、
所
蔵
雑
誌
は
今

な
お
多
く
を
語
り
か
け
て
く
る
。

浮
か
び
上
が
る

時
代
意
識
の
変
化
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1号店  ミスタードーナツ

 マクドナルド

新商品  カップヌードル

 アルミ缶ビール

 スティックのり

新番組 『スター誕生!』

『仮面ライダー』

『天才バカボン』

『ルパン三世』

流行語  脱サラ

 ニアミス

 ヘンシーン

 アンノン族

 ホットパンツ

 1971年の………

1970年 …成長・拡大の頂点

3月 大阪万博開幕

「よど号」ハイジャック

7月 国内初、光化学スモッグ

8月 歩行者天国スタート

11月 三島由紀夫、割腹自殺

1971年 …転換への分水嶺

5月 横綱大鵬、引退表明

大宅壮一文庫 開館

6月 沖縄返還協定調印

7月 環境庁発足

8月 ニクソン・ショック

1972年 … 調整・再編へ

2月 札幌冬季五輪

「あさま山荘」事件

5月 沖縄、本土復帰

7月 田中角栄内閣発足

9月 日中国交正常化

1971 世相クロニクル

　

大
宅
文
庫
で
「
老
人
」
の
記
事
を
探
す
に
は
？　

ま

ず
大
項
目
で
［
世
代
］を
選
び
、［
中
年
、
老
人
］
→
［
老

人
一
般
］
と
進
み
ま
す
。
そ
の
先
に
65
の
キ
ー
ワ
ー

ド
。 

例
え
ば
〝
老
人
パ
ワ
ー
〟を
選
ぶ
と
「
１
０
０
歳

超
で
も
現
役
で
働
く
」
「
80
代
で
ス
ポ
ー
ツ
記
録
」な

ど
ス
ゴ
イ
ご
老
人
の
記
事
が
検
索
で
き
ま
す
。

　

〝
老
人
の
恋
愛
〟〝
老
人
の
結
婚
〟と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
老
人
っ
て
、
い
っ
た
い
何

歳
か
ら
で
す
か
？

　

昔
は
60
代
ぐ
ら
い
か
ら
老
人
に
分
類
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
現
在
は
定
年
が
65
歳
ま
で
延
び
、
見
た

目
も
若
い
人
が
増
え
ま
し
た
。
小
泉
今
日
子
さ
ん
や

阿
部
寛
さ
ん
を
老
人
と
言
っ
て
よ
い
の
か
…
と
。
そ

も
そ
も
老
人
と
い
う
言
葉
自
体
使
わ
な
く
な
り
、
今

は
「
シ
ニ
ア
」が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
宅
文
庫
の
索
引
体
系
が
作
ら
れ
た
数
十
年
前
と

は
、
も
う
老
人
の
定
義
も
違
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

ね
。
キ
ー
ワ
ー
ド
や
体
系
を
変
え
ら
れ
た
ら
い
い
の

で
す
が
、
な
に
せ
１
８
８
８
年
か
ら
の
索
引
が
あ
る

た
め
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
い
う
こ
と
で
「
シ
ニ
ア
の
恋
愛
事
情
」と
い
う
記

事
が
あ
っ
た
場
合
、こ
れ
は
〝
老
人
の
恋
愛
〟な
の
か
、

〝
中
年
の
恋
愛
〟な
の
か
、
分
類
に
悩
み
ま
す
。
元
気

な
シ
ニ
ア
が
増
え
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す

が
、
索
引
担
当
の
悩
み
は
尽
き
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
委
員　

小
林
恭
子
）

老人って何歳から？

雑誌は語る



で
あ
る
。
『
創
刊
の
社
会
史
』
を
書
い

て
い
た
当
時
は
入
手
で
き
て
お
ら
ず
、

ま
た
大
宅
壮
一
文
庫
で
も
国
会
図
書
館

で
も
現
物
を
確
認
で
き
ず
、
孫
引
き
に

頼
っ
て
「
Ａ
５
判
二
二
〇
ペ
ー
ジ
の
雑

誌
」
「
丁
度
真
中
の
一
一
〇
ペ
ー
ジ
の

と
こ
ろ
で
前
後
が
分
か
れ
て
い
る
」「
同

じ
体
裁
の
二
つ
の
雑
誌
を
裏
表
紙
同
士

を
く
っ
つ
け
た
も
の
」
、
そ
し
て
両
面

の
表
紙
＝
写
真
下
＝
は
「
天
地
が
逆
」

と
な
っ
て
お
り
「
一
方
が
「
男
の
ペ
ー

ジ
」
、
も
う
一
方
が
「
女
の
ペ
ー
ジ
」

と
い
う
、
い
う
な
れ
ば
〝
両
性
具
有
誌
〟
」

と
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
「
日
本
の
古
本
屋
」
か
何

か
で
見
つ
け
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
た
し
か
に
両
面
か
ら
読
ま
せ
る
不

思
議
な
造
り
。
大
学
の
紀
要
な
ど
縦
書

き
と
横
書
き
が
混
在
す
る
冊
子
で
、
ダ

ブ
ル
フ
ェ
イ
ス
は
ま
ま
あ
る
も
の
の

（
一
九
九
七
年
の
『
ア
ス
キ
ー
』
創
刊

号
が
こ
の
タ
イ
プ
）
、
『
む
う
む
』
の
よ

う
に
両
方
向
か
ら
天
地
逆
に
読
み
進
む

形
式
は
レ
ア
だ
ろ
う
。

　

戦
後
の
四
大
婦
人
誌
の
一
角
を
占
め

た
『
婦
人
生
活
』
の
婦
人
生
活
社
も
、

一
九
七
七
年
に
『
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
』（
平

凡
出
版
、
現
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
を
意

識
し
た
『
ノ
ラ
』
を
創
刊
し
た
が
、
四

号
で
休
刊
。
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
中

で
、
当
時
深
夜
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
Ｄ
Ｊ

と
し
て
人
気
を
集
め
、
同
社
か
ら
エ
ッ

セ
イ
本
も
出
し
て
い
た
作
詞
家
か
ぜ
耕

士
を
、
企
画
・
編
集
に
む
か
え
若
者
向

け
の
両
性
誌
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

女
性
パ
ー
ト
の
メ
イ
ン
特
集
が
「
新

職
業
ガ
イ
ド　

ラ
ジ
オ
は
女あ

な

た性
を
待
っ

て
い
る
？
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性

パ
ー
ト
は
「
少
女
マ
ン
ガ
の
世
界　

あ

な
た
は
少
女
マ
ン
ガ
を
み
た
か
？
」
。

誌
面
か
ら
は
当
時
の
深
夜
ラ
ジ
オ
の
人

気
ぶ
り
や
、
い
わ
ゆ
る
「
花
の
二
四

年
組
」
の
女
性
マ
ン
ガ
家
た
ち
の
活

躍
、
陸
奥
Ａ
子
や
田
渕
由
美
子
な
ど
乙

女
チ
ッ
ク
マ
ン
ガ
の
隆
盛
、
さ
ら
に
は

「
マ
ン
ガ
フ
ァ
ン
誌
即
売
会
（
通
称
コ

ミ
ケ
ッ
ト
）
」
の
台
頭
な
ど
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
の
は

る
か
以
前
、
一
九
七
〇
年
代
は
電
波
や

紙
、
ラ
ジ
オ
番
組
や
同
人
誌
が
若
者
た

ち
を
つ
な
ぐ
媒
体
だ
っ
た
。

　

近
年
『
ａ
ｎ
・
ａ
ｎ
』
は
ウ
ェ
ブ
展

開
に
軸
を
移
し
、
紙
の
方
は
も
っ
ぱ
ら

男
性
ア
イ
ド
ル
の
フ
ァ
ン
ダ
ム
向
け
に

存
続
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
し

か
に
紙
だ
け
の
雑
誌
、
出
版
社
は
ず
い

ぶ
ん
と
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
ア
ナ
ロ
グ
盤
の
レ
コ
ー
ド
が

最
近
好
調
だ
と
い
う
。
デ
ジ
タ
ル
デ

ト
ッ
ク
ス
や
ス
ロ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
い
っ

た
言
葉
も
聞
か
れ
る
。
「
紙
の
復
権
」

へ
の
期
待
は
捨
て
な
い
で
お
こ
う
。

　

二
〇
〇
九
年
に
『
創
刊
の
社
会
史
』

（
ち
く
ま
新
書
）
を
出
し
た
頃
、
私
も

細
々
と
だ
が
雑
誌
創
刊
号
を
集
め
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
店
頭
で
見
か
け
て
購
入

し
た
り
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

で
無
理
な
く
落
と
せ
る
範
囲
の
も
の
ば

か
り
で
、
大
宅
壮
一
文
庫
や
岩
波
書
店

の
壮
大
・
重
厚
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
及

ぶ
べ
く
も
な
く
、
た
だ
の
古
雑
誌
の
束

に
し
か
見
え
な
い
の
だ
が
。
そ
ん
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
た
の
で
、『
創

刊
の
社
会
史
』
は
主
と
し
て
一
九
七
〇

年
代
以
降
を
扱
い
、
『
ａ
ｎ
・
ａ
ｎ
』

創
刊
あ
た
り
か
ら
説
き
起
こ
す
構
成
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
収
集
品
の
中
で
、
妙
に
愛
着

の
わ
い
て
い
る
一
冊
を
こ
こ
で
は
紹
介

し
た
い
。

 

一
九
七
七
年
一
一
月
一
五
日
発
行
の

季
刊
誌
『
Ｍ
Ｗ
Ｗ
Ｍ
（
む
う
む
）
』
創

刊
号
。
版
元
は
今
は
亡
き
婦
人
生
活
社

な
ん
ば
・
こ
う
じ

１
９
６
１
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
84
年
に
博
報
堂
に
入
社

し
、
制
作
部
署
に
配
属
さ
れ
る
。
91
年
か
ら
93
年
に
か

け
て
会
社
を
休
職
し
、
大
学
院
生
生
活
を
送
り
、
96
年

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
に
転
職
。
現
在
同
教
授
、
大

学
図
書
館
長
を
兼
任
。
専
門
は
広
告
・
Ｐ
Ｒ
論
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
論
な
ど
。
大
宅
壮
一
文
庫
を
ベ
ー
ス

と
す
る
雑
誌
文
化
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

難波 功士 関西学院大学社会学部教授

「紙の復権」期待捨てずに寄 稿

ネ
ッ
ト
普
及
以
前
の
媒
体

愛
着
わ
く
雑
誌
創
刊
号
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２
０
２
４
年
10
月
に
始
ま
っ

た
番
組
は
、
文
庫
内
に
あ
る
大

宅
壮
一
の
書
斎
を
再
現
し
た
部

屋
で
収
録
が
行
わ
れ
て
い
る
。

関
口
さ
ん
が
毎
回
、
豪
華
ゲ
ス

ト
と
の
掛
け
合
い
で
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
、
雑
誌

が
伝
え
る
情
報
か
ら
、
か
つ
て

の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
は
大
宅
文
庫

主
催
で
、
番
組
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
多
彩
な
放
送
内
容
か
ら
14

の
テ
ー
マ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
。

　

都
市
伝
説
や
妖
怪
の
ほ
か
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
カ
レ
ー
な
ど
の
食
べ

物
、
渋
谷
や
新
宿
、
銀
座
な
ど

土
地
に
ま
つ
わ
る
話
題
、
未
来

予
測
や
流
行
語
―
―
。
番
組
の

ネ
タ
本
と
し
て
も
使
わ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
雑
誌

が
、
閲
覧
室
の
一
角
に
並
べ
ら

れ
た
＝
写
真
上
＝
。
来
場
者

は
昭
和
や
平
成
の
雑
誌
が
放
つ

「
時
代
の
空
気
」を
ゆ
っ
く
り
楽

し
ん
で
い
た
。

　

作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
阿

川
佐
和
子
さ
ん
が
番
組
に
ゲ
ス

ト
出
演
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
婚

活
」
（
左
表
41
番
）
。
大
宅
壮
一

文
庫
評
議
員
で
も
あ
る
阿
川
さ

ん
に
、
番
組
収
録
で
訪
れ
た
大

宅
文
庫
の
こ
と
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

文
藝
春
秋
社
や
テ
レ
ビ
の
資

料
提
供
で
利
用
し
て
40
年
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
ち
ゃ

ん
と
大
宅
文
庫
に
行
っ
た
の
は

今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
情
報
が
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
、
今
は
リ
ア
ル
な
映
像

を
見
る
だ
け
で
「
見
た
」こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

島
も
知
っ
て
る
し
、
秘
境
も

知
っ
て
る
し
、
世
界
遺
産
も
全

部
知
っ
て
い
る
…
み
た
い
に
。

け
れ
ど
も
、
行
っ
て
み
な
け
れ

ば
空
気
感
と
か
肌
感
と
か
、
わ

か
ら
な
い
。
大
宅
文
庫
は
「
行
っ

て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
」

そ
の
も
の
だ
と
い
う
気
が
し
ま

す
。

　

関
口
さ
ん
の
番
組
で
は
、
過

去
に
あ
っ
た
雑
誌
を
面
白
い

テ
ー
マ
で
検
索
し
て
い
く
。「
あ

の
雑
誌
、
好
き
だ
っ
た
な
ぁ
」

と
か
。
地
下
の
書
庫
に
降
り
る

階
段
が
狭
く
て
、
雑
誌
が
ぎ
っ

し
り
並
ん
で
い
た
。
こ
う
い
う

書
架
か
ら
１
冊
ず
つ
、
コ
ピ
ー

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
。
初
め
て
実
感

が
わ
き
ま
し
た
。
隣
の

記
事
を
読
ん
だ
り
、
す

ご
く
変
な
広
告
が
あ
っ

た
り
。
「
こ
ん
な
時
代
が

あ
っ
た
」
と
逆
に
新
鮮
に

映
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
一
度
、
大

宅
文
庫
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。
行
っ
て
み

る
と
、
「
肌
で
わ
か
る
こ

と
」
が
い
っ
ぱ
い
。
興
味

の
扉
が
も
う
一
つ
開
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
（
談
）

放送テーマ（ゲスト）一覧 　大宅壮一文庫を舞台に毎週土曜午後４時から、ＢＳ

朝日で放送中のテレビ番組「関口宏の雑誌の記憶」。昭

和や平成の懐かしいトピックを中心に、関口さんとゲス

トが交わす軽妙で味わい深いトークが好評だ。その番

組で紹介された雑誌を実際に手に取って読める企画展

が６～８月、大宅文庫で開催された。

BS朝日 土曜午後４時放送

番
組
の
雑
誌
を
展
示

「
時
代
の
空
気
」
楽
し
む

　

阿
川
さ
ん
と
関
口
さ
ん

（
Ｂ
Ｓ
朝
日
）

「
足
を
運
ん
で
み
て
」
阿
川
さ
ん

法
廷
傍
聴 

通
い
始
め
22
年
目

 「
消
え
る
報
道
」と「
残
る
雑
誌
」
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1 化粧品 (萬田久子)

2 喫茶店 (石井正則)

3
インスタント
　　　　　食品

(伊集院光)

4 国産車 (テリー伊藤)

5 ○○族 (高橋英樹)

6 都市伝説 (大槻ケンヂ)

7 渋谷 (椿鬼奴)

8 防寒 (宮崎美子)

9 チョコレート (楠田枝里子)

10 電話 (松尾貴史)

11 温泉 (東貴博)

12 マジック (Mr.マリック)

13 自販機 (マキタスポーツ)

14 六本木 (宮本亞門)

15 ジーンズ (ケンドーコバヤシ)

16 白物家電 (天野ひろゆき)

17 東京の私鉄 (六角精児)

18 ハワイ (早見優)

19 団地 (ビビる大木)

20 花火 (西村知美)

21
日本の
　涼しかった夏

(伊集院光)

22 お酒 (松尾貴史)

23 新宿 (ミッツ・
　マングローブ)

24 カレー (加藤紀子)

25 未来予測 (テリー伊藤)

26 ポイントと景品 (藤田朋子)

27 妖怪 (荒俣宏)

28 昭和100年 (寺尾聰)

29 東京駅 (福澤朗)

30 古代史 (いとうせいこう)

31 水族館 (関根麻里)

32 スナック (モト冬樹)

33 京都 (杉本彩)

34 フィギュア (佐野史郎)

35 流行語 (神田伯山)

36 銀座 (宮本亞門)

37 日本古代史 (荒俣宏)

38 ヘアスタイル (勝俣州和)

39 文房具 (山崎怜奈)

40 宇宙人 (室井滋)

41 婚活 (阿川佐和子)

42 占領下の日本 (毒蝮三太夫)

43 祭り (東貴博)

 ※2026年8月まで
 ※特別編を除く

展示したテーマ

2024年

2025年

2026年



に
、
時
間
が
巻
き
戻
る
感
覚
が
あ
っ
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
男
は
さ
し
た
る
変
装
も

せ
ず
、
日
本
一
周
を
目
指
す
サ
イ
ク
リ

ス
ト
に
な
り
き
り
、
自
転
車
を
西
に
走

ら
せ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
当
時
の
記
事

に
よ
る
と
「
女
装
説
」
「
新
宿
潜
伏
説
」

が
囁
か
れ
て
い
た
か
ら
面
白
い
。

　

一
方
で
、
こ
ん
な
経
験
も
あ
る
。
あ

る
事
件
の
発
生
当
初
に
読
ん
だ
報
道

と
、
後
の
裁
判
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事

実
が
ど
う
も
食
い
違
う
。
あ
れ
、
と
気

が
か
り
に
な
り
、
発
生
時
の
記
事
を
見

直
そ
う
と
し
た
ら
、
そ
の
ペ
ー
ジ
は
も

う
消
え
て
い
た
。
理
由
は
分
か
ら
な

い
。
念
の
た
め
に
、
と
当
時
の
記
事
を

保
存
し
て
い
た
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
消
え
た
こ

と
に
も
気
づ
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

ウ
ェ
ブ
記
事
は
生
き
物
の
よ
う
に
書

き
換
え
ら
れ
、
時
に
静
か
に
消
え
て
い

く
。
も
ち
ろ
ん
、
私
自
身
も
懲
役
刑
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
る
元
被
告
人
の
記

事
を
、
社
会
復
帰
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
削
除
を
申
し
出
る
こ
と
が
あ
る
。

消
え
る
こ
と
自
体
が
一
概
に
悪
い
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
判
断
が
誰
に

も
見
え
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
、
危
う
さ
を
感
じ
て
い
る
。
事
件

報
道
は
本
来
、
「
そ
の
時
点
で
何
が
語

ら
れ
て
い
た
か
」
自
体
が
記
録
と
し
て

重
要
な
は
ず
だ
。
当
初
の
報
道
と
事
実

の
ズ
レ
そ
の
も
の
が
検
証
の
対
象
に
な

る
。
そ
の
足
場
が
消
え
て
し
ま
え
ば
、

私
た
ち
は
事
件
を
検
証
す
る
手
段
の
半

分
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　

雑
誌
と
い
う
媒
体
は
、
発
行
さ
れ
た

瞬
間
に
内
容
が
固
定
さ
れ
る
。
良
く
も

悪
く
も
、
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
の
不
便
さ
こ
そ
が
、
後
年
に
な
っ

て
「
あ
の
時
、
何
が
語
ら
れ
て
い
た
か
」

を
確
か
め
る
た
め
の
頼
れ
る
足
場
と
な

る
。
大
宅
壮
一
文
庫
の
よ
う
な
場
所
が
、

そ
う
し
た
雑
誌
を
長
期
に
わ
た
り
保
存

し
続
け
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
ウ
ェ

ブ
時
代
に
お
い
て
む
し
ろ
重
み
を
増
し

て
い
る
。

　

速
報
は
ウ
ェ
ブ
に
委
ね
、
記
録
は
紙

に
託
す
。
事
件
を
追
い
続
け
る
書
き
手

と
し
て
、
両
者
の
役
割
の
違
い
を
意
識

し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
、

常
日
頃
か
ら
思
っ
て
い
る
。

　

傍
聴
人
と
し
て
法
廷
に
通
い
始
め
て

22
年
目
に
突
入
し
た
。
こ
の
間
、
事
件

報
道
の
主
戦
場
は
明
ら
か
に
紙
か
ら

ウ
ェ
ブ
へ
と
移
っ
た
。
速
報
性
で
は
、

ウ
ェ
ブ
に
軍
配
が
上
が
る
。だ
が
最
近
、

私
は
そ
の
「
速
さ
」
と
引
き
換
え
に
、

大
事
な
も
の
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
こ
と
が
増
え
た
。

　

以
前
、
著
書
『
逃
げ
る
が
勝
ち　

脱

走
犯
た
ち
の
告
白
』
（
小
学
館
新
書
）

の
執
筆
に
あ
た
り
、
富
田
林
警
察
署
か

ら
脱
走
し
た
男
の
逃
走
劇
を
取
材
し

た
。
男
が
確
保
さ
れ
た
の
は
脱
走
か
ら

49
日
後
。
大
阪
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
口

県
周
南
市
の
道
の
駅
に
お
い
て
、
万
引

き
を
働
い
た
と
こ
ろ
を
Ｇ
メ
ン
に
呼
び

止
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。

　

ま
だ
男
の
身
柄
が
確
保
さ
れ
る
前
、

警
察
が
血
眼
に
な
っ
て
そ
の
行
方
を

探
し
て
い
た
時
期
の
報
道
が
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
調
べ
る
た

め
、
頼
っ
た
の
が
大
宅
壮
一
文
庫
だ
っ

た
。
当
時
の
ウ
ェ
ブ
記
事
は
更
新
や
削

除
が
重
な
り
、
渦
中
の
空
気
感
ま
で
拾

い
直
す
こ
と
は
困
難
だ
。
だ
が
雑
誌
は

そ
の
瞬
間
の
温
度
を
そ

の
ま
ま
閉
じ
込
め
て
い

る
。
新
聞
記
事
に
は
な

い
、
生
々
し
い
コ
メ
ン

ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
も
魅
力
だ
。
誰
が
何

を
語
り
、
世
間
が
ど
う

受
け
止
め
て
い
た
か
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び

たかはし・ゆき　１９７４年福岡県生まれ。 ２００５年、

女性４人の傍聴集団 「霞っ子クラブ」 を結成し、 以後

フリーライターに。 主に刑事裁判を傍聴し、 さまざまな

媒体に記事を執筆している。 著作に 『つけびの村　山

口連続殺人放火事件を追う』 （小学館文庫） など。

フリーライター

高橋 ユキ

法
廷
傍
聴 

通
い
始
め
22
年
目

 「
消
え
る
報
道
」と「
残
る
雑
誌
」

撮影：新潮社

寄　稿
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シ
リ
ー
ズ
の
第
１
弾
は

２
０
２
４
年
刊
行
の
『
大
宅
壮

一
文
庫
に
見
る
コ
ロ
ナ
・
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
』
（
山
田
健
太
監
修
、

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）だ
っ
た
。

年
表
や
政
策
、
疫
学
統
計
な
ど

で
は
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な

い
コ
ロ
ナ
禍
の
「
世
相
の
記
録
」

と
し
て
、
雑
誌
記
事
の
資
料
性

を
再
確
認
さ
せ
た
。

　

第
２
弾
は
『
雑
誌
は「
万
博
」

を
ど
う
伝
え
て
き
た
か
』（
日
外

ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）。
１
９
７
０

年
と
２
０
２
５
年
の
２
度
の
大

阪
万
博
を
は
じ
め
、
沖
縄
、
つ

く
ば
、
愛
知
な
ど
６
つ
の
万
国

博
覧
会
を
報
じ
た
雑
誌
記
事
の

索
引
を
ま
と
め
た
。

　

誘
致
や
計
画
、
設
計
か
ら
、

人
事
・
財
政
、
地
元
と
の
折
衝
、

歓
迎
や
反
対
運
動
、
成
功
を
絶

賛
す
る
報
道
、
ま
た
は
批
判
す

る
記
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
や
視
点
か
ら
万
国
博
覧
会
と

い
う
世
相
を
追
い
か
け
た
記
録

で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年
に

は
大
宅
文
庫
の
雑
誌
記
事
索
引

を
検
索
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｙ

Ａ-

ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ｏ
が
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
使
い
方
の
入
門
書
な

ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

小
曽
川
真
貴
『
調
べ
も
の
に

役
立
つ
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス　

25
年
版
』
（
勉
誠
社
）
、
池

内
有
為
・
木
村
麻
衣
子
編
『
「
メ

タ
デ
ー
タ
」
の
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
』
（
勉
誠
社
）
で
、
同

年
発
行
の
阪
本
博
志
編
『
大
宅

壮
一
文
庫
解
体
新
書
Ⅱ
』
（
勉

誠
社
）
と
併
せ
、
大
宅
文
庫
所

蔵
の
雑
誌
資
料
や
索
引
の
利
用

が
改
め
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

　

創
設
者
・
大
宅
壮
一
の
最
新
選
集
は
大

宅
映
子
監
修
『
大
宅
壮
一　

昭
和
史
の
証

言　

「
無
思
想
人
宣
言
」
の
思
想
』
（
藤
原

書
店
）
。
昭
和
初
期
か
ら
30
年
頃
ま
で
の

論
評
を
中
心
に
、
戦
前
の
弾
圧
と
占
領
下

の
混
乱
、
文
壇
や
マ
ス
コ
ミ
点
描
、
日
本

を
動
か
し
た
怪
物
た
ち
、
高
度
経
済
成
長

の
果
て
な
ど
、
「
昭
和
百
年
」
の
刊
行
に
ふ

さ
わ
し
い
一
冊
で
あ
る
。

　

Ｂ
Ｓ
朝
日
で
好
評
放
送
中
の
番
組
か
ら

「
関
口
宏
の
雑
誌
の
記
憶M

a
g
a
z
i
n
e

」
が

８
ペ
ー
ジ
の
冊
子
と
し
て
製
作
さ
れ
ま
し

た
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
大
宅
文
庫
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

大
宅
文
庫
の
編
集
で
世
相
が
読
め
る
索
引
目
録

と
し
て
好
評
を
博
し
た
「
大
宅
文
庫
に
見
る
」
シ

リ
ー
ズ
の
第
２
弾
が
、
２
０
２
６
年
７
月
に
刊
行

さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
万
博
」
。
３
月
に
は

大
宅
文
庫
の
創
設
者
・
大
宅
壮
一
の
最
新
選
集
も

出
版
さ
れ
、
前
年
の
「
解
体
新
書
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら

続
く
各
種
刊
行
物
が
大
宅
文
庫
に
新
た
な
光
を
あ

て
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鴨
志
田
浩
）

「雑誌の記憶」
　　　　冊子に

「大宅文庫に見る」 シリーズ

「万博」

「
昭
和
百
年
」
に
最
新
選
集

世相の記録

文
庫
の
雑
誌
や
索
引

利
用
が
再
評
価
さ
れ

第２弾
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大
宅
文
庫
は
５
月
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

「
文
学
フ
リ
マ
東
京
42
」
に
参
加

し
た
＝
写
真
上
＝
。

　

文
学
作
品
の
展
示
即
売
会

で
、
「
自
分
が
〈
文
学
〉
と
信
じ

る
も
の
」
を
自
ら
の
手
で
販
売

す
る
イ
ベ
ン
ト
。
大
宅
文
庫
の

こ
と
を
知
ら
な
い
〝
本
好
き
〟
に

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
年
２
回

の
東
京
開
催
に
７
回
連
続
の
出

店
と
な
っ
た
。
今
回
は
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｙ
Ａ-

ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ｏ
を
使

い
、
作
家
ご
と
の
索
引
リ
ス
ト

の
冊
子
を
作
成
。
ま
た
、
『
大

宅
壮
一
文
庫 
所
蔵
雑
誌
一
覧
』

も
１
０
０
０
円
で
初
め
て
頒
布

し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
「
大
宅
文

庫
ニ
ュ
ー
ス
」
も
配
布
し
、
多

く
の
来
場
者
に
文
庫
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。

　

大
宅
文
庫
が
地
元
の
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
と
コ
ラ
ボ
し
た

イ
ベ
ン
ト
「
昭
和
ク
イ
ズ
」が
毎

年
続
け
ら
れ
て
い
る
。
世
田
谷

区
社
協
の
上
北
沢
地
区
事
務
局

と
は
７
月
に
開
催
し
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
含
む
高
齢
者
が
脳
ト
レ

を
楽
し
ん
だ
＝
写
真
下
＝
。

　

今
回
は
通
常
の
ク
イ
ズ
に
加

え
て
、
古
い
雑
誌
の
表
紙
を
使
っ

た
チ
ー
ム
戦「
こ
の
人
は
誰
で

し
ょ
う
？
」
ク
イ
ズ
も
行
っ
た
。

初
対
面
の
参
加
者
同
士
が
話
し

合
い
な
が
ら
答
え
を
導
き
出

し
、す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
い
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は

参
加
者
が
出
題
者
と
な
り
、
自

分
で
ク
イ
ズ
作
り
に
挑
戦
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
。
参
考
資
料
と
し

て
大
宅
文
庫
が
用
意
し
た
雑
誌

記
事
を
熱
心
に
読
み
込
み
、
ク

イ
ズ
を
作
成
し
て
い
た
。

　

同
様
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
秋
に
は
世

田
谷
区
立
経
堂
図

書
館
と
も
共
催
。

「
雑
誌
の
図
書
館
」

と
し
て
古
い
資
料

を
活
用
し
、
地
域

へ
の
貢
献
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

例
年
刊
行
し
て
い
る
『
大
宅

壮
一
文
庫
雑
誌
記
事
人
物
索
引

２
０
２
５
年
版
』
（
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
）
が
、
２
０
２
６
年

は
時
期
を
早
め
て
９
月
に
刊
行

さ
れ
る
。

　

「
毎
年
の
こ
と
」
に
な
っ
た

大
谷
翔
平
の
大
活
躍
、
長
嶋

茂
雄
の
逝
去
、
石
破
政
権
か

ら
高
市
政
権
へ
の
交
代
な
ど
、

２
０
２
５
年
は
話
題
の
多
い
年

だ
っ
た
。

　

そ
の
１
年
間
を
、
雑
誌
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
人
物
記
事
か
ら

回
顧
す
る
。
図
書
館
・
資
料
館

必
携
の
一
冊
で
あ
る
。

『
雑
誌
記
事
人
物
索
引
25
年
版
』

図
書
館「
必
携
」の
１
冊

地
元
と
コ
ラ
ボ

「
昭
和
ク
イ
ズ
」

文
学
フ
リ
マ
に

参
加
７
回
目

大宅文庫ニュース 2026年 No.91（11）
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今
年
は
「
メ
ン
ズ
ノ
ン
ノ
」
の
創
刊

40
周
年
イ
ヤ
ー
。
正
月
合
併
号
で
は
36

年
ぶ
り
に
阿
部
寛
さ
ん
が
表
紙
に
登
場

さ
れ
て
話
題
に
。
さ
ら
に
「
週
刊
プ
レ

イ
ボ
ー
イ
」は
60
周
年
で
、写
真
集
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
中
で
す
。
ま
た
、

既
に
媒
体
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
女
小

説
の
発
展
に
寄
与
し
た
「
集
英
社
コ
バ

ル
ト
文
庫
」
の
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
大
宅
文
庫
様
に
も
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
「
集
英

社
」
が
創
業
１
０
０
周
年
。
多
彩
な
記

念
企
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
特

設
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

多
彩
に
創
業
１
０
０
周
年

記
念
企
画
、
特
設
サ
イ
ト
で

集 英 社

　

１
９
８
６
年
11
月
５
日
に
定
価
１
５
０

円
で
産
声
を
上
げ
た
『
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
』
。

シ
ョ
ー
ケ
ン
こ
と
萩
原
健
一
さ
ん
を
Ｃ
Ｍ

に
起
用
し
、
「
き
ち
ん
と
怒
る
。
き
ち
ん

と
泣
く
。
私
は
こ
の
手
の
雑
誌
に
き
ち
ん

と
し
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
台
詞
が
話
題

を
呼
び
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
40
年
が
た
っ

た
今
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
『
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
』
も
月
間
１
億
Ｐ
Ｖ
を
達
成

し
、
２
０
０
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
グ

ラ
ビ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
『
ミ
ス
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
』

も
、
今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。
令

和
の
時
代
も
「
き
ち
ん
と
、
の
ぞ
き
ま

す
。
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
本
中
を
駆
け
ず

り
ま
わ
り
ま
す
！

光 文 社

　

日
本
初
の
女
性
週
刊
誌
「
週
刊
女

性
」
を
発
行
す
る
主
婦
と
生
活
社
は
、

２
０
２
５
年
７
月
に
台
東
区
浅
草
橋
に

移
転
し
て
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
歴
史

の
あ
る
「
週
刊
女
性
」
だ
か
ら
こ
そ
書

け
る
深
掘
り
さ
れ
た
皇
室
ニ
ュ
ー
ス
を

は
じ
め
、
芸
能
ス
ク
ー
プ
、
事
件
・
事

故
の
現
場
記
事
、
興
味
津
々
な
ラ
ン
キ

ン
グ
企
画
、
健
康
や
お
金
に
つ
い
て

の
特
集
記
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

２
０
２
６
年
５
月
発
売
号
よ
り
、
誌
面

の
文
字
が
大
き
く
な
っ
て
読
み
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
週

刊
女
性
プ
ラ
イ
ム
」
で
も
独
自
の
記
事

と
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
中
で
す
。

日
本
初
の
女
性
週
刊
誌

最
新
ニ
ュ
ー
ス
発
信
も

主婦と生活社
　

ネ
ッ
ト
時
代
、
情
報
は
無
限
に
増
え

ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
や
コ
タ
ツ
記
事
も
氾
濫
し
、

読
者
は
何
を
信
じ
れ
ば
よ
い
の
か
分
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
一
次
情
報
に
当
た
り
、
関
係
者
に

取
材
し
、
裏
取
り
を
重
ね
、
編
集
責
任

を
持
っ
て
世
に
出
さ
れ
る
雑
誌
記
事
の

価
値
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
速
報
で
は

な
く
、
事
実
の
背
景
や
社
会
・
産
業
の

構
造
を
読
み
解
き
、
読
者
が
考
え
る
た

め
の
足
場
を
与
え
る
こ
と
に
、
雑
誌
の

新
し
い
役
割
が
あ
り
ま
す
。
雑
誌
再
興

に
向
け
て
、
や
れ
る
こ
と
は
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。

高
ま
る
雑
誌
記
事
の
価
値

読
者
が
考
え
る
足
場
に

KADOKAWA

　

今
年
、
創
刊
38
年
を
迎
え
た
ニ
ュ
ー

ス
週
刊
誌
「
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
は
、
多
様
性

を
認
め
合
い
、
寛
容
な
社
会
を
つ
く
り

た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
「
や
さ
し
く

な
り
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
雑
誌
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
イ
ベ
ン
ト
、
動
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
絡
め
、
多
彩
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
雑
誌
で
は
、
一
冊
丸
ご
と
「
や
さ

し
さ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ボ
ル
号

を
発
行
し
た
ほ
か
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
や
地
方
創
生
、
女
性
応
援
な
ど
の
特

集
も
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
傘
下
で
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

「
や
さ
し
さ
」テ
ー
マ
に

多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

朝日新聞出版

　

漢
字
ナ
ン
ク
ロ
専
門
誌
『
ナ
ン
パ

ラ
』
は
、
１
９
９
３
年
の
創
刊
よ
り
33

年
、
２
０
２
６
年
５
・
６
月
号
で
創
刊

３
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト

ヒ
ン
ト
、
漢
字
し
り
と
り
、
四
字
熟
語
、

そ
し
て
真
っ
白
い
マ
ス
だ
け
が
並
ぶ
高

難
易
度
「
ホ
ワ
イ
ト
ナ
ン
ク
ロ
」
…
。

さ
ま
ざ
ま
な
難
易
度
の
ど
の
パ
ズ
ル
に

も
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
る
愛
読
者
様
へ
の
感
謝
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
も

「
解
き
応
え
」
を

実
感
で
き
る
雑
誌

づ
く
り
に
邁
進
い

た
し
ま
す
！

パ
ズ
ル
フ
ァ
ン
の
応
援
に

感
謝
の
33
年
・
３
０
０
号
！

Gakken

　

『
週
刊
現
代
』
は
'24
年
末
の
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
、
硬
派
な
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
記
事

と
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
面
白
く
読
め

る
読
み
物
の
二
本
柱
に
磨
き
を
か
け
て

い
ま
す
。
今
年
は
「
記
憶
喪
失
男
性
の

告
白
」
「
サ
ナ
エ
ト
ー
ク
ン
」
な
ど
ス

ク
ー
プ
を
多
数
掲
載
。
気
鋭
の
書
き
手

に
よ
る
寄
稿
や
新
連
載
も
増
や
し
、
雑

誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
た
い

と
い
う
思
い
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

　

手
薄
だ
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
も
本
格
化

し
ま
し
た
。
ま
も
な
く
創
刊
70
年
を
迎

え
る
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
た
ゆ
ま
ず

新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
き
ま
す
。

硬
派
と
読
み
物
に
磨
き

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
も
本
格
化

講 談 社

『
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
』
４０
周
年

「
き
ち
ん
と
、の
ぞ
き
ま
す
。」
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日
常
の
「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」
を

楽
し
く
解
明
、
自
然
と
知
識
が
身
に
つ
く

と
小
学
生
た
ち
に
大
人
気
の
韓
国
発
の
学

習
ま
ん
が
『
つ
か
め
！　

理
科
ダ
マ
ン
』。
第

12
巻
を
発
売
し
、
日
本
国
内
で
シ
リ
ー
ズ

累
計
２
５
０
万
部
、
日
韓
で
は
４
０
０
万
部

を
記
録
し
て
い
る
大
ヒ
ッ
ト
作
で
す
。

　

本
の
世
界
を
飛
び
越
え
ア
ニ
メ
化
も
進
行

中
、
ま
た
夏
休
み
に
は
上
野
の
国
立
科
学

博
物
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
。
夏
休
み
の
読
書

や
自
由
研
究
の

ヒ
ン
ト
と
し
て
、

ま
す
ま
す
人

気
が
加
速
し
て

い
ま
す
！

日
韓
で
４
０
０
万
部
突
破
！

学
習
ま
ん
が
に
新
旋
風
。

マガジンハウス
　

２
０
２
６
年
６
月
発
売
号
を
も
っ
て
創

刊
90
周
年
を
迎
え
た
『
会
社
四
季
報
』

は
、
日
本
を
代
表
す
る
企
業
情
報
誌
と

し
て
、
そ
し
て
内
外
の
投
資
家
の
バ
イ
ブ

ル
と
し
て
価
値
あ
る
情
報
を
発
信
し
続

け
て
い
ま
す
。

　

約
４
０
０
０
社
の
上
場
企
業
に
担
当
者

記
者
が
張
り
付
き
、
当
該
会
社
の
現
状

分
析
、
課
題
、
そ
し
て
未
来
の
業
績
予

想
情
報
ま
で
提
供
。
そ
れ
ら
は
、
競
合

他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
、
株
式
投
資

家
に
と
っ
て
必
須
の
情
報
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
貴
重
な
情
報
は
、
会
社
四
季

報O
N
LIN

E

と
い
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
媒
体
で

も
配
信
し
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
未
来
を
書
き

続
け
て
歩
ん
だ
90
年

東洋経済新報社 

　

大
宅
文
庫
に
は
カ
ス
ト
リ
雑
誌
も
収

蔵
さ
れ
て
い
る-

-

―
。｢

文
藝
春
秋｣

２
０
２
３
年
７
月
号
掲
載
の
記
事
「
大

宅
壮
一
と
文
藝
春
秋
」
で
、
大
宅
文
庫

評
議
員
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、

森
健
氏
が
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。
日
本

一
の
冊
数
と
も
い
わ
れ
る
大
量
の
カ
ス

ト
リ
雑
誌
こ
そ
、
低
俗
や
高
尚
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
大
宅
氏
の
「
無
思
想
の
思

想
」
の
象
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
宅
氏
が
数
多
く
の
ル
ポ
を
寄
稿
し
て

下
さ
っ
た
「
文
藝
春
秋
」
は
、
今
後
も
、

そ
ん
な
「
思
想
」
が
掲
載
さ
れ
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
場
で
あ
り
つ
づ
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

文
庫
の
カ
ス
ト
リ
雑
誌

「
無
思
想
の
思
想
」の
象
徴

文藝春秋

　

♪
イ
ー
エ
ス
エ
ス
イ
ー
エ
～
ッ
セ
♪

で
お
な
じ
み
の
生
活
情
報
誌
『
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
』
は
今
年
で
創
刊
45
周
年
を
迎
え
ま

す
。
時
代
と
共
に
読
者
の
中
心
は
専
業

主
婦
か
ら
共
働
き
世
帯
へ
と
変
化
し
ま

し
た
が
、
女
性
の
困
り
ご
と
を
解
決
し
、

「
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
毎
日
」

を
提
案
す
る
編
集
方
針
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

 

ま
た
雑
誌
由
来
の
Ｗ
ｅ
ｂ

メ
デ
ィ
ア
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

o
nlin

e

」
も
10
周
年
を
迎

え
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
両

輪
で
新
た
な
価
値
の
創
造

に
挑
戦
し
ま
す
。

『
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
』創
刊
45
周
年

紙
と
デ
ジ
タ
ル 
両
輪
で

扶 桑 社

　

「
女
性
が
自
分
ら
し
く
一
週
間
を
楽

し
む
」
と
い
う
願
い
を
込
め
創
刊
さ
れ

た
『
女
性
セ
ブ
ン
』
は
、
今
年
で
創
刊

63
年
を
迎
え
ま
す
。
週
刊
誌
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、

変
わ
ら
ぬ
「
背
骨
」
は
読
者
の
「
半
径

５
メ
ー
ト
ル
」
の
悩
み
や
興
味
に
徹
底

的
に
寄
り
添
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
芸

能
や
事
件
の
ス
ク
ー
プ
、
五
感
を
揺
さ

ぶ
る
感
動
秘
話
、
生
活
を
豊
か
に
す
る

実
用
情
報
ま
で
、
本
音
で
届
け
る
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
「
人

に
は
聞
き
に
く
い
、
で
も
実
は
本
当
に

知
り
た
い
こ
と
」
を
し
っ
か
り
届
け
ま

す
！

女
性
自
分
ら
し
く
一
週
間

「
本
当
に
知
り
た
い
」届
け

小 学 館
　

『
グ
ッ
ズ
プ
レ
ス
』
は
11
月
で
創
刊

38
周
年
を
迎
え
ま
す
。
「
38
」
と
い
え

ば
腕
時
計
好
き
が
「
ち
ょ
う
ど
い
い
」

と
好
む
定
番
ケ
ー
ス
径
―
―
そ
ん
な
発

想
が
で
き
る
モ
ノ
好
き
読
者
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
昨
今
は
原
点
に
立
ち
返

り
、
趣
味
に
没
頭
す
る
大
人
を
応
援
中
。

ト
レ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
好
き
を
深
掘

り
す
る
特
集
を
「B

o
o
k
 
in
 
B
o
o
k

」
形

式
で
展
開
す
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
連
動

で
最
新
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
情
報
を
日

刊
・
週
刊
・
月
刊
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

40
周
年
ま
で
あ
と
２
年
。
私
た
ち
も
趣

味
人
に
と
っ
て
「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
１

冊
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。

モ
ノ
好
き
・
趣
味
人
に

寄
り
添
っ
て
38
年

徳間書店

　

週
刊
新
潮
は
今
年
２
月
創
刊
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
「
新
潮
Ｑ
Ｕ
Ｅ
」を
ス
タ
ー

ト
。
週
刊
新
潮
電
子
版
を
ど
こ
よ
り
も

早
く
読
め
る
ほ
か
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
何
か
を
知
る

た
め
に
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
に
聞
け
ば
よ
い
。
し
か

し
、
答
え
を
導
き
出
す
た
め
に
は
ど
ん

な
「
問
い
」
が
必
要
な
の
か
。
新
潮
Ｑ

Ｕ
Ｅ
が
テ
ー
マ
と
す
る
「
問
う
力
」
を
、

こ
れ
ま
で
営
々
と
養
っ
て
き
た
の
が
大

宅
壮
一
文
庫
。
Ａ
Ｉ
時
代
に
な
っ
て
も
、

大
宅
壮
一
文
庫
の
雑
誌
検
索
機
能
は
必

要
で
す
。

「
新
潮
Ｑ
Ｕ
Ｅ
」ス
タ
ー
ト

週
刊
新
潮
ど
こ
よ
り
早
く

新 潮 社

　

１
９
５
８
年
創
刊
。
以
来
、
衣
食
住
か

ら
医
学
ま
で
を
網
羅
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
誌
と
し
て
、
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
一
方

で
60
年
代
に
は
、
い
ち
早
く
誌
上
企
画
か

ら
通
販
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
誌
面
を

超
え
た
革
新
性
を
常
に
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
７
年
３
月
号
で
の
70
周
年
は
、

誌
面
や
デ
ジ
タ
ル
、
通
販
、
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
家
庭
画
報
の
旅
な
ど
、
こ
こ
か
ら

広
が
る
リ
ア
ル
な
世
界
へ
、
多
く
の
方
に

お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
様
々
な

企
画
を
取
り
揃

え
て
臨
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

世界文化社
『
家
庭
画
報
』は
来
年

創
刊
70
周
年
を
迎
え
ま
す

大宅文庫ニュース 2026年 No.91（15）
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第５７回大宅壮一ノンフィクション賞

「
な
く
な
る
と
困
る
」

文
庫
を
初
め
て
訪
れ

ビッグ錠さん

漫画家協会賞

大宅文庫ニュース 2026年 No.91（17）



大
学
連
携

大宅文庫ニュース 2026年 No.91 （18）

1 (1) 大谷翔平 424件
2 ‐‐ 中居正広 169件
3 -- 長嶋茂雄 160件
4 (3) 敬宮 152件
5 (11) 秋篠宮悠仁 131件
6 (5) Aぇ! group 127件
7 (12) 小泉進次郎 102件
8 (31) 高市早苗 100件
9 (13) 秋篠宮佳子 83件

10 (7) 今上天皇 82件

1 -- トランプ政権 587件
2 (1) アニメーション一般 461件
3 (31) 石破内閣 426件
4 (3) 老人一般 339件
5 (5) 菓子一般 323件
6 (44) その他の政党一般 315件
7 (14) 電子計算機 310件
8 (6) ポルノビデオ 302件
9 (4) 人気スター 297件

10 -- フジテレビ 292件

2025年 索引ランキング
 人物

 出来事・事柄

※カッコ内は前年順位（ーは100位外） 

Web OYA-bunko

索
引
検
索
シ
ス
テ
ム



　

都
立
大
で
６
月
に
開
催
さ
れ
た
オ
ー

プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
特
別
講
座
。
シ

リ
ー
ズ
企
画
の
３
館
目
に
登
場
し
た
大

宅
文
庫
は
「
個
性
際
立
つ
日
本
初
の
雑

誌
専
門
図
書
館
」と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

同
大
飯
田
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
講
義
で
は
鳥
山
輝
専
務
理
事
が
登

壇
。
大
宅
壮
一
の
怒
涛
の
生
涯
を
た
ど

り
、
「
人
生
を
豊
か
に
す
る
本
物
の
教

養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
大

宅
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
魅
力
を
語
っ
た
。
日

を
改
め
て
行
わ
れ
た
文
庫
の
見
学
を
含

め
、
20
人
近
い
受
講
者
が
参
加
し
、
通

常
は
未
公
開
の
書
庫
や
所
蔵
資
料
に
強

い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

　

中
央
大
の
授
業
は
、
文
学
部
社
会
情

報
学
専
攻
・
小
山
憲
司
教
授
の
ゼ
ミ
で

行
わ
れ
た
。
前
年
の
図
書
館
総
合
展
で

同
ゼ
ミ
の
ポ
ス
タ
ー
が
大
宅
壮
一
文
庫

賞
を
受
賞
し
、
こ
れ
を
機
に
小
山
教
授

か
ら
研
究
室
と
文
庫
の
連
携
に
つ
い
て

提
案
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
大
宅
文
庫
の
活
用
や
活
性

化
策
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
ゼ
ミ
生
た

ち
が
６
月
に
書
庫
を
見
学
。
そ
の
後
、

文
庫
の
元
谷
紀
子
事
務
局
次
長
ら
が

キ
ャ
ン
パ
ス
に
出
向
き
、
「
雑
誌
記
事

索
引
と
検
索
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義

を
行
っ
た
。
７
月
の
授
業
で
は
教
室
と

文
庫
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
学
生
た

ち
が
プ
レ
ゼ
ン
で
成
果
を
発
表
し
た
。

　

跡
見
学
園
女
子
大
で
は
５
月
、 

文
学

部
現
代
文
化
表
現
学
科
・
元
永
純
代
准

教
授
の
授
業
＝
写
真
＝
に
大
内
康
嗣
シ

ス
テ
ム
担
当
課
長
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
招
か
れ
た
。
長
く
教
授
を

務
め
た
富
川
淳
子
氏
（
大
宅
文
庫
理
事
）

の
こ
ろ
か
ら
文
庫
と
縁
が
あ
り
、
元
永

准
教
授
も
学
生
と
文
庫
を
見
学
し
た
こ

と
が
今
回
の
講
義
に
つ
な
が
っ
た
。

　

「
現
代
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
授

業
で
、
大
内
課
長
は
所
蔵
雑
誌
を
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
し
な
が
ら
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
時
代
性
と
多
様
性
」
な
ど
に
つ
い

て
解
説
。
学
生
か
ら
は
卒
論
を
念
頭
に

置
い
た
質
問
も
出
て
、
文
庫
資
料
の
活

用
を
若
い
世
代
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

「
生
涯
学
習
講
座
の
『
日
本
の
魅
力

あ
る
図
書
館
シ
リ
ー
ズ
』
で
大
宅
壮
一

文
庫
を
取
り
上
げ
た
い
」

　

先
ご
ろ
東
京
都
立
大
学
か
ら
こ
ん
な

依
頼
が
飛
び
込
ん
だ
。
二
回
講
座
で
初

回
は
大
宅
壮
一
に
つ
い
て
、
二
回
目
は

受
講
者
が
大
宅
文
庫
に
出
向
く
講
座
に

し
た
い
と
い
う
。
大
宅
文
庫
を
知
っ
て

い
た
だ
く
よ
い
機
会
な
の
で
快
諾
し

「
大
宅
壮
一
に
つ
い
て
」
を
担
当
し
た

私
は
「
マ
ス
コ
ミ
の
帝
王
と
呼
ば
れ
て

縦
横
無
尽
の
活
躍
を
し
た
大
宅
の
原
点

は
、
少
年
時
代
の
驚
く
べ
き
生
き
方
に

あ
る
」
と
語
り
始
め
た
。

　

大
阪
府
高
槻
市
生
ま
れ
の
大
宅
は
、

尋
常
小
学
校
時
代
か
ら
家
業
の
醤
油
醸

造
業
を
一
人
で
切
り
盛
り
さ
せ
ら
れ

た
。
大
酒
の
み
の
父
は
財
産
を
使
い
果

た
し
、
兄
は
兄
で
放
蕩
三
昧
。
あ
き
れ

返
っ
た
親
子
な
の
に
、
大
宅
少
年
は
現

実
を
受
け
入
れ
た
。
そ
し
て
、
醤
油
樽

を
積
ん
だ
重
い
荷
車
を
引
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
客
と
や
り
と
り
し
な
が
ら
社
会
の

し
く
み
や
市
井
の
人
々
の
本
音
を
体
得

し
て
い
く
。

　

そ
の
一
方
で
少
年
雑
誌
に
投
稿
を
始

め
、
入
選
常
連
者
と
な
っ
て
〝
西
の
横

綱
〟
と
呼
ば
れ
た
。
家
業
と
学
業
に
追

わ
れ
て
作
品
を
書

く
時
間
が
な
い
の

で
、
配
達
し
な
が

ら
頭
の
中
に
原
稿

用
紙
を
置
き
、
一

字
ず
つ
埋
め
る
方

法
を
思
い
つ
く
。
帰
宅
後
、
記
憶
し
た

文
章
を
さ
さ
っ
と
原
稿
用
紙
に
書
き
写

す
。
こ
の
手
法
で
次
々
に
投
稿
を
書
き

上
げ
た
そ
う
だ
が
、
何
と
も
奇
抜
、
卓

抜
な
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
茨
木
中
学
に

進
む
と
独
学
で
文
学
や
哲
学
、
語
学
に

取
り
組
み
、
社
会
の
動
き
に
も
関
心
を

持
ち
始
め
た
。
中
学
四
年
の
と
き
、
母

校
の
小
学
校
同
窓
会
で
講
師
を
頼
ま
れ

「
生
存
よ
り
生
活
へ
」
の
演
題
で
熱
弁

を
振
る
う
。
こ
の
内
容
が
新
聞
に
書
か

れ
、
危
険
人
物
視
さ
れ
て
退
学
さ
せ
ら

れ
る
羽
目
に
。
し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と

で
へ
こ
た
れ
る
大
宅
で
は
な
い
。
退
学

後
、
難
関
の
検
定
試
験
を
受
け
て
百
人

に
一
人
だ
け
合
格
。
さ
ら
に
同
級
生
よ

り
一
年
早
く
京
都
の
三
高
受
験
に
合
格

し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
痛
快
だ
。

　

波
瀾
万
丈
の
少
年
時
代
を
過
ご
し
た

大
宅
は
そ
の
後
、
東
大
在
学
中
か
ら
頭

角
を
現
し
、
評
論
家
と
し
て
活
躍
。
少

年
時
代
に
培
っ
た
体
験
と
知
識
を
存
分

に
生
か
し
、
七
十
歳
で
亡
く
な
る
ま
で

あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
続
け
た

の
で
あ
る
。　

―
―
私
の
話
が
終
わ
る

と
質
問
の
手
が
上
が
っ
た
。
そ
の
一
つ

は
「
も
し
い
ま
大
宅
が
生
き
て
い
た
ら
、

Ａ
Ｉ
に
振
り
回
さ
れ
る
現
代
の
状
況
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
う

答
え
た
。 

　

「
大
宅
が
他
界
し
て
ま
も
な
く
三
島

由
紀
夫
が
自
衛
隊
に
決
起
を
促
し
て
自

決
す
る
事
件
が
起
き
『
大
宅
が
生
き
て

い
た
ら
な
ん
と
い
う
か
』と
言
わ
れ
た
。

テ
レ
ビ
が
登
場
し
た
と
き
は
『
俗
悪
番

組
が
増
え
る
と
〝
一
億
総
白
痴
化
〟
が

進
む
』
と
批
判
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
は

社
会
と
人
々
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
メ

デ
ィ
ア
だ
と
見
抜
き
〝
一
億
総
評
論
家
〟

と
い
う
巧
み
な
造
語
を
残
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
に
変
わ
っ
た
い
ま
、
大
宅

が
予
見
し
た
通
り
一
億
総
評
論
家
時
代

が
到
来
し
て
い
る
。
口
コ
ミ
、
虚
業
、

駅
弁
大
学
と
い
っ
た
本
質
を
ず
ば
り
突

く
造
語
の
天
才
・
大
宅
の
す
ご
さ
が
納

得
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

　

「
革
命
的
な
威
力
の
あ
る
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
好
奇
心
の
か
た
ま
り
の
大
宅

の
こ
と
だ
か
ら
、
一
億
総
白
痴
化
と
同

じ
よ
う
に
、
ま
ず
マ
イ
ナ
ス
面
を
的
確

に
指
摘
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
だ

れ
も
が
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
時
代
に
な

る
と
、
得
意
の
造
語
を
交
え
て
表
現
し

そ
う
な
気
が
す
る
」

「
個
性
際
立
つ
」
文
庫

都
立
大
の
生
涯
学
習
に

中
央
大
、
跡
見
女
子
大

授
業
で
学
生
と
向
き
合
い

　
　

文
庫
を
見
学
す
る
受
講
者

破
天
荒
な
少
年
だ
っ
た

大
宅
壮
一
大
宅
壮
一
文
庫
専
務
理
事　

鳥
山　

輝
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パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
事
業
は
２
０
１
９

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
25
年
度
が
７
年

目
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
に
は
伸

び
悩
ん
だ
が
、
23
年
度
に
回
復
。
25

年
度
は
企
業
・
法
人
会
員
が
16
団
体

４
３
２
万
円
、
個
人
会
員
は
１
２
９
人

か
ら
５
２
３
万
５
千
円
の
会
費
が
寄
せ

ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
前
年
度
比
で
漸
減

だ
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
を
維

持
し
た
。

　

こ
の
う
ち
個
人
の
方
か
ら
は
会
費

１
０
０
万
円
が
２
件
あ
っ
た
ほ
か
、
年

度
内
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
会
費
を
納

め
て
く
れ
た
方
も
い
た
。
地
域
別
に
み

る
と
、
個
人
会
員
は
24
都
道
府
県
に
広

が
り
、
首
都
圏
の
１
都
３
県
（
95
人
）

が
全
体
の
４
分
の
３
を
占
め
る
。
最
多

は
東
京
都
の
60
人
。

 

パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
で
は
、
個
人
会
員

に
な
る
と
大
宅
文
庫
の
雑
誌
記
事
索
引

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｙ
Ａ-

ｂ

ｕ
ｎ
ｋ
ｏ
＝
18
ペ
ー
ジ
参
照
＝
の
検
索

ア
カ
ウ
ン
ト
取
得
が
可
能
だ
。
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
、
西
日

本
な
ど
会
員
が
少
な
い
地
域
で
の
増
加

を
図
っ
て
い
く
。

３
年
連
続

　

１
千
万
円
規
模

支援の輪

大宅文庫パトロネージュ

　25 年度 １６社１２９人

　

大
宅
文
庫
の
運
営
を
支
え
よ
う
と
、
多
く
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
支
援
事
業
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
「
大
宅
文
庫
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
」
に

は
２
０
２
５
年
度
、
総
額
９
５
５
万
５
千
円
の

会
費
（
寄
付
金
）
が
集
ま
り
、
３
年
連
続
で

１
０
０
０
万
円
規
模
に
達
し
た
。
こ
の
ほ
か
賛

助
会
員
制
度
、
一
般
寄
付
、
チ
ャ
リ
ボ
ン
、
遺

贈
な
ど
用
途
や
目
的
に
応
じ
た
支
援
の
受
け
皿

が
あ
る
。
文
庫
の
魅
力
と
併
せ
て
「
支
援
の
輪
」

の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

◇２５年度　参加された方々◇
　　　　（公表を了承された方のみ掲載 ・ 敬称略）

　

世
田
谷
文
学
館
に
よ
る
高
校
生
向
け

の
事
業
「
生
業
（
な
り
わ
い
）
さ
が
し
」

が
８
月
、
大
宅
文
庫
で
行
わ
れ
た
。

　

将
来
の
職
業
を
現
場
に
出
か
け
て
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
夏
休
み
の
キ
ャ
リ

ア
探
究
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
参
加
し

た
高
校
生
３
人
は
元
谷
紀
子
事
務
局
次

長
の
案
内
で
、
ま
ず
文
庫
の
特
徴
や
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、

１
階
の
端
末
で
自
分
が
見
た
い
雑
誌
を

検
索
し
、
リ
ス
ト
を
手
に
通
常
は
非
公

開
の
書
庫
へ
。
地
下
か
ら
２
階
ま
で
雑

誌
が
ぎ
っ
し
り
収
ま
っ
た
書
架
に
目
を

見
張
っ
て
い
た
。

　

終
了
後
、
「
索
引
の
仕
組
み
に
感
心

し
ま
し
た
」と
い
う
感
想
や
、
「
雑
誌
の

あ
る
場
所
を
覚
え
る
ま
で
に
、
ど
の
く

ら
い
か
か
り
ま
す
か
」と
い
う
質
問
も
。

一
般
図
書
館
と
は
異
な
る
「
専
門
図
書

館
の
司
書
」
の
仕
事
に
接
し
、
関
心
を

寄
せ
て
い
た
。

専門図書館の司書って ？

高校生が〝職業さがし〟

地下の書庫で雑誌を探す高校生

　【企業・団体】　富士化学塗料　マガジンハウス　

講談社　文藝春秋　集英社　学研ホールディン

グス　双葉社　竹書房　扶桑社　小学館　西武

鉄道　ぴあ　白泉社　グレイス企画　大日本印

刷	

　【個人】　中本基子　鎌倉幸子　永山ヒデ子　　

栗野勝義　羽田忠彦　石黒充　三浦なつみ　田

村智紗子　鳥山輝　髙橋三男　唐津泰典　福田

勝樹　渡辺喜満　德田恵里　青木宏導　梅田純

一　会田久仁夫　新保信長　山本紀美子　小野

寺寛晃　奥山脩二　古谷博徳　竹中富知男　渡

辺久利　渡辺明子　永田裕之　佐久間一政　吉

成敏夫　椿靖子　石井正暁　高山謙司　富田明

生　和田隆次　内田樹　佐藤和宏　森義真　三

好隆弘　鈴木典子　野間省伸　村上公子　末永

汎本　紺野浩　中能島知子　山嵜進　石井謙

一郎　堀内丸恵　富川淳子　西川盛朗　有田順

子　宮崎壽子　松山巖　黒井昭典　小林一　桃

井恒和　井上和明　渡辺聡　大塚秀郎　小池真

理子　中村美穂　松田紀子　武田徹　二之湯智　

中井一平　枝史子　高橋岳二　市万田智子　柴

田正明　森晃一　井上昌彦　野村隆二　高橋豊　

中島昌喜　阪本博志　樋渡えみ子　脇雅俊　瀬

尾健太郎　麻田真　合六美和　天野優　鎌田隆

幸　松橋昭治　冬沢竜彦　井沢元彦　本間啓示   

＜順不同＞
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1,352 

802 717 
604 

1,118 1,054 
955 

2019年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

パトロネージュ会費総額の推移
（単位：万円）



　　平素より大宅文庫をご利用いただき、 誠にありがとうございます。

　　大宅文庫は、 市販雑誌を中心に160 年近くにわたる歴史ある資料を所蔵し
ています。 雑誌記事はさまざまな事象を取り上げており、 図書館で一般的に用い
られる手法に沿って分類 ・ 配架することが困難です。 そのために創設者 ・ 大宅
壮一が考案した記事ごとの索引と、 索引カード＝データの整理分類による検索シ
ステムが多くの皆様に利用されてきました。
　　さまざまな事象が発行日付とともに一冊にまとめられている雑誌は、 表紙やグ
ラビア写真・ 広告まで含めて、 調査情報の肉付けにも役立ちます。

　　大宅文庫の運営基盤となる費用は、 主に皆さまからの利用料金で賄っていま
す。 2002 年に索引データベースのインターネット公開を始めてからは、 その契約
料や利用料も収入の大きな柱になってきました。

　　一方、 膨大な所蔵雑誌の保存と索引の作成、 運営維持に要する費用は年間
1億 6000 万円を超えます。 コロナ禍を経て一変した情報収集や通信環境の変
化は、 残念ながら大宅文庫の利用減少を招き、 利用料金だけでは費用を賄うこ
とが極めて厳しい状況になりつつあります。

　　大宅文庫が提供できる雑誌資料の価値をご存じで、 利活用していただいてい
るマスコミ、 研究者の皆さまは、 ぜひとも引き続きご利用ください。 そのことが、 こ
の貴重な文化遺産を未来へと橋渡しする大きな力となります。定期的な利用には、
一層便利な賛助会員制度もあります。 ぜひ加入をご検討ください。 また、 ご利用
がなくても、 市販雑誌を永年収集保存する世界的にも珍しい施設が世田谷区
八幡山にあることを、 一人でも多くの方々に伝わるよう広報のお力添えを願えれば
幸いです。

　　2017 年にクラウドファンディングで資金を募って以来、 大宅文庫には直接的
な支援がたくさん届くようになりました。 翌18 年からは存続を目指して支援会員
を募る「大宅文庫パトロネージュ」が発足し、 多くの皆さまから年間 1000 万円前
後のご支援をいただいています。 安定的な支えとなるパトロネージュへの参加の
拡大と、 継続を願っています。

　　このほか随時の一般寄付や、古本買取の仕組みを活かした寄付「チャリボン」
（運営：株式会社バリューブックス）でも大宅文庫の支援が可能です。引越しなど
でまとめて本を整理することをお考えの方は、チャリボンのサイトから大宅文庫への
寄付をお選びのうえ、お手続きください。

　　さらに大宅文庫では遺贈（遺言によるご寄付）並びに相続財産のご寄付も受
け入れています。遺贈を検討されるのであれば、READYFOR株式会社で大宅文
庫を受け入れ団体として指定することができます。詳しくはREADYFOR遺贈寄付
サポート窓口（右のQRコードからリンク）でご相談ください。

　　明治以来の雑誌資料と雑誌記事索引――この貴重な文化遺産を次世代へ
つなぐことが、 私たちの使命です。

　　ぜひとも皆さまのご支援を賜りたく、 お願い申し上げます。

雑誌の図書館 「大宅壮一文庫」 ご支援のお願い
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チャリボン

 一般寄付

　　 TEL 03-3306-4661

   支援のお問い合わせ　

詳細はQQRRココーードドからHPへ

公益財団法人として雑
誌図書館の事業継続
のために役立てる。

法人としての大宅文庫
の事業活動に賛同し、
利用特典のある会員
になる制度。「法人」
「個人」「学生」の区分
で入館料や閲覧冊数
などの特典がある。

古本を集め、NPO団体
や図書館などの活動
資金を生み出す新し
い寄付の仕組み。

賛助会員制度

英語・フランス語で「支
援」する行為を意味す
る。個人、企業・団体
の幅広い参加により、
会費（寄付金）を大宅
文庫の財源の柱として
いく。会員特典もある。

遺言書を作成し、財産
の全部または一部を特
定の個人あるいは団
体に無償で譲渡（贈
与）する。

 パトロネージュ

 遺贈



◆
来
館
し
て
利
用
◆

　

▽
入
館
料　

５
０
０
円
。
閉
架

式
図
書
館
で
１
人
10
冊
ま
で
閲

覧
可
能
。
追
加

（
有
料
）
も
で

き
る
。
▽
記
事
コ
ピ
ー　

著
作

権
法
の
範
囲
内
で
希
望
の
ペ
ー

ジ
を
複
写

（
有
料
）
。

◆
遠
方
か
ら
利
用
◆

　

▽
配
送
サ
ー
ビ
ス　

記
事
の

出
典
が
明
確
な
場
合
に
限
り
、

所
蔵
雑
誌
の
コ
ピ
ー
資
料
を
配

送
。
宅
急
便
か
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

ラ
イ
ト
。
▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ

ス　

法
人

・
個
人
の
賛
助
会
員

限
定
。
所
蔵
雑
誌
の
コ
ピ
ー
資

料
や
索
引
デ
ー
タ
の
リ
ス
ト
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
送
信
す
る
。
▽
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ

Ｙ
Ａ-

ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ｏ　

会
員
版
、

教
育
機
関
版
、
公
立
図
書
館
版

が
あ
り
、
契
約
し
た
機
関
や
個

人
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
。
ウ
ェ
ブ
上

で
索
引
を
検
索
で
き
る
。

◇
雑
誌
専
門
図
書
館
は
世
田
谷

区
の
住
宅
街
に
ぽ
つ
ん
と
建
っ

て
い
た
―
―
10
年
余
り
前
に
読

ん
だ
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
一

節
。
い
ま
思
え
ば
紛
れ
も
な
く

大
宅
壮
一
文
庫
だ
が
、
当
時
は

ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
。
縁
が

あ
っ
て
今
、
多
く
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
。
80
万
冊
の
雑

誌
っ
て
…
書
庫
に
足
を
踏
み
入

れ
て
凄
さ
が
わ
か
っ
た
。
◇
今

号
で
お
話
を
伺
っ
た
泉
秀
一
さ

ん
は
「
な
く
な
る
と
困
る
」
と
、

阿
川
佐
和
子
さ
ん
は
「
行
っ
て

み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
真
価
を

一
人
で
も
多
く
の
方
に
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
大
宅
文
庫

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

（
脇
）

　

第
29
回
図
書
館
を
使
っ
た
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
・

公
益
財
団
法
人
図
書
館
振
興
財

団
）
で
、
優
秀
賞
「
雑
誌
の
図

書
館 

大
宅
壮
一
文
庫
賞
」
に
次

の
２
作
品
が
選
ば
れ
た
。

　

３
月
の
表
彰
式
で
、
大
宅
文

庫
の
鳥
山
輝
専
務
理
事
か
ら
盾

な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　

▽
高
校
生
の
部　

『
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
持
続
可
能
な
発
展

に
向
け
て
ー
環
境
整
備
と
経
済

活
動
の
両
立
ー
』
伊
知
地
愛
さ

ん
（
大
阪
府
・
清
教
学
園
高
校

３
年
）
＝
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
や
制
度
に
つ
い

て
、
問
題
意
識
を
出
発
点
に
調

査
・
分
析
。
競
技
継
続
の
難
し

さ
や
背
景
を
文
献
資
料
か
ら
整

理
し
、
選
手
目
線
だ
け
で
な
い

多
角
的
な
視
点
か
ら
課
題
と
今

後
の
可
能
性
を
考
察
し
た
。

　

▽
大
人
の
部　

『
横
手
の
「
か

ま
く
ら
」
再
考
ー
民
俗
行
事
と

観
光
行
事
ー
』
高
橋
輝
幸
さ
ん

（
秋
田
県
）
＝
小
正
月
の
武
家

の
鎌
倉
祝
儀
、
町
民
の
万
燈
、

農
民
の
鳥
追
い
が
融
合
し
、
子

ど
も
の
行
事
と
し
て
成
立
し
た

「
か
ま
く
ら
」
。
そ
の
成
立
過
程

と
観
光
化
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
観
光
と
伝
統
を
両
立
し
た

祭
り
の
在
り
方
を
考
察
し
た
。

◇ 

大
宅
壮
一
文
庫 

理
事
・
評
議
員
・
監
事

【
理
事
長
】
大
宅
映
子
（
評
論
家
）　
　
　
　
　
　
　

 

　

【
専
務
理
事
】
鳥
山
輝
（
元
中
央
公
論
新
社
会
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
理
事
】
飯
窪
成
幸
（
文
藝
春
秋
代
表
取
締
役
社

長
）　

▽
富
川
淳
子
（
元
日
本
出
版
学
会
会
長
）　

▽
三
枝
和
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
）　

▽

野
間
省
伸
（
講
談
社
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
堀

内
丸
恵　

（
集
英
社
相
談
役
）

【
評
議
員
】
阿
川
佐
和
子
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）　

▽
武
田
徹
（
専
修
大
学
文
学
部
教
授
）　

▽
早

河
洋
（
テ
レ
ビ
朝
日
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表

取
締
役
会
長
）
▽
森
健
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

▽
三
木
哲
男
（
中
央
公
論
新
社
社
長
特
別
補

佐
）　

▽
山
根
一
眞
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
）　

▽
吉
永
み
ち
子
（
著
述
業
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
監
事
】
有
馬
学
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）　

▽

矢
嶋
功
作
（
税
理
士
事
務
所
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
五
十
音
順
・
敬
称
略
〉

　

公
益
財
団
法
人
大
宅
壮
一
文

庫
（
大
宅
映
子
理
事
長
）
の

２
０
２
６
年
度
の
理
事
会
と
評

議
員
会
が
６
月
に
開
催
さ
れ

た
。
役
員
改
選
な
ど
が
行
わ
れ
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

新
た
な
評
議
員
と
し
て
早
河

洋
氏
（
テ
レ
ビ
朝
日
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会

長
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
会
長
）

が
就
任
。
評
議
員
だ
っ
た
堀
内

丸
恵
氏
（
集
英
社
相
談
役
、
元

日
本
雑
誌
協
会
理
事
長
）
は
理

事
と
な
っ
た
。
伊
藤
雅
俊
理
事

（
元
味
の
素
代
表
取
締
役
社
長
）

は
退
任
し
た
。

新
評
議
員
に
早
河
氏

堀
内
評
議
員
は
理
事
に

　

大
宅
文
庫
は
、
９
月
か
ら
資

料
コ
ピ
ー
や
配
送
サ
ー
ビ
ス
な

ど
利
用
料
金
を
一
部
改
定
し
ま

し
た
。

　

昨
今
、
社
会
全
体
で
さ
ま
ざ

ま
な
物
価
が
上
昇
し
、
当
館
の

資
料
収
集
や
保
存
・
提
供
な
ど

に
か
か
る
経
費
に
も
影
響
が
及

ん
で
き
ま
し
た
。
可
能
な
限
り

従
来
の
料
金
維
持
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
安
定
的
に
保
つ
た
め
、
や

む
を
得
ず
利
用
料
金
を
見
直
し

ま
し
た
。
一
般
入
館
料
や
追
加

閲
覧
料
な
ど
は
据
え
置
き
、
入

館
料
の
年
齢
区
分
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
資
料
環
境
の
維

持
・
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
料
金
改
定
の
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。　
　

▼
▼

 

大
宅
文
庫
の
使
い
方  

主な改定料金

利
用
料
金 

改
定
し
ま
し
た

素顔の書庫

大
宅
賞
に
２
作
品

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン  

●
　

●
　
　

●

編
集
余
話

大宅文庫
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一般・会員 モノクロ1枚 120円

カラー1枚　180円

学生会員　モノクロ1枚 80円

カラー1枚　130円

一般・会員 モノクロ1枚　150円

カラー1枚　220円

学生会員 モノクロ1枚　110円

カラー1枚　140円

　　索引1枚（10件）　 500円

　　索引検索手数料 700円

　　記事複写1枚 450円

　　索引表示1件　 30円

　　記事複写1頁　 350円
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